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補
助
・
助
成

れ
んらく板

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
申
請
を

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
が
一
定

額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
、
超
え
た
分
が
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
た
に
該
当
に
な
っ
た

時
に
は
、
勧
奨
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
17
年
11
月
以
降
に
一
度
で

も
申
請
を
し
た
人
は
、
自
動
的
に

対象 上限月額

生活保護受給者等 15,000 円

世帯全員が市民税非課税
で、所得金額＋年金収入
額が 80 万円以下の人

15,000 円（個人）
24,600 円（世帯）

世帯全員が市民税非課税で、
上記に該当しない人

24,600 円

市民税課税世帯

44,400 円（世帯）
※同じ世帯の全ての 65 歳
　以上の人の利用者負担割
　合が１割の世帯に年間上
　限額（446,400 円）を設定

現役並み所得者 44,400 円

▼自己負担の上限額（世帯合算）

※居住費・食費・日常生活費などは除く。

竹原市役所

〒 725-8666

竹原市中央五丁目 1番 35号

http://www.city.takehara.lg.jp/

 

介
護
保
険
施
設
の
食
費

  

・
居
住
費
を
減
額

　

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人

で
、
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た

す
人
は
、
申
請
に
よ
り
、
食
費
と

居
住
費
の
自
己
負
担
額
の
上
限
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

適
用
要
件

①
所
得
要
件

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
分

離
し
て
い
る
配
偶
者
も
非
課
税
）

で
あ
る
こ
と
。

②
資
産
要
件

　

預
貯
金
等
が
一
定
額
（
単
身
で

１
，
０
０
０
万
円
、
夫
婦
で
２
，

０
０
０
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

対象
居住費

食費
個室 準個室 多床室

生活保護受給者等 820 円 490 円 0 円 300 円

世帯全員が市民税非課税
で、所得金額＋年金収入額
が 80 万円以下の人

820 円 490 円 370 円 390 円

世帯全員が市民税非課税で、
上記に該当しない人

1,310 円 1,310 円 370 円 650 円

申
請
に
必
要
な
も
の

　

介
護
保
険
証
・
印
か
ん
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
確
認

で
き
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類
、

資
産
が
確
認
で
き
る
預
貯
金
通
帳

の
写
し
（
通
帳
等
を
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
市
役
所
で
コ
ピ
ー
し
ま

す
。
）
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
６
月
中
に
申
請
書
類
を
送

り
ま
す
の
で
、
７
月
中
に
更
新
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-
７
７
４
３

※世帯全員には世帯を分離している配偶者を含みます。

▼負担限度額（１日あたり）

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
再

度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

介
護
保
険
証
、
印
か
ん
、
振
込

先
の
口
座
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
確
認
で
き
る
も

の
、
本
人
確
認
書
類

※
現
役
並
み
所
得
者
と
判
定
さ
れ

　

た
人
で
あ
っ
て
も
、
申
請
に
よ

　

り
上
限
額
が
市
民
税
課
税
世
帯

　

の
金
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
（
対
象
者
に
は
別
途
通
知

　

し
ま
す
。
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３

bousai.takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp【日本語用】　
迷惑メール防止設定をしている人は「takehara-city@raiden3.ktaiwork.jp」を受信できるようご確認ください。

介
護
者
慰
労
金

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
同
居

家
族
に
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

　

要
介
護
度
３
以
上
で
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
在
宅
高
齢
者
を
常
時
介

護
し
て
い
る
市
内
在
住
の
家
族

要
件
（
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
）

①
申
請
日
前
の
１
年
間
市
内
に
住

　

ん
で
い
る

②
①
の
期
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

を
受
け
て
い
な
い
。

　

※
７
日
以
内
の
短
期
入
所
は
可

支
給
額

　

年
額
10
万
円

申
請
方
法

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

　

☎
22-

７
７
４
３
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竹
原
市
中
小
企
業
融
資

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
各
金
融
機
関
に
預
託

し
て
、
低
利
で
運
営
す
る
融
資
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

申
込
先　

市
内
各
金
融
機
関

区分 運転資金 設備資金
取扱い
金融機関 

限度額 1,500 万円 1,500 万円

市内銀行、信用金庫、
信用組合で取り扱って
います。
※償還は各金融機関所
　定の方法によります。

償還期間
（据置期間）

７年以内
（６か月以内）

７年以内
（６か月以内）

利率
1.8％ 1.8％

1 年以内及び
信保付は 1.2％

信保付は 1.2％

受付期間 随時 随時

問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
振
興
係

　

☎
22-

７
７
４
５

※信用保証料率については、低減措置を図っています。

軽
自
動
車
税
減
免
の

申
請
を

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
次
の
要

件
を
満
た
す
軽
自
動
車
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
か
ら
申
請
事
由

に
変
更
が
な
く
、
減
免
申
請
書
を

す
で
に
提
出
し
て
い
る
人
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

①
自
ら
運
転
す
る
車
（
本
人
名
義
）

②
通
学
、
通
院
、
生
業
用
と
し
て

　

使
用
す
る
車
（
身
体
障
害
者
等

　

と
生
計
を
一
つ
に
し
て
い
る
人

　

が
運
転
す
る
場
合
は
、
家
族
名

　

義
の
軽
自
動
車
も
対
象
）

③
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ

　

れ
る
世
帯
の
人
を
常
時
介
護
す

　

る
人
が
運
転
す
る
車

※
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
対
象

　

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
の
あ
る
人
が
利
用
す
る
た
め

　

の
構
造
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
、

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
も

　

の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車
に
つ

　

い
て
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転
す

る
人
の
運
転
免
許
証
、
印
か
ん
、
納

税
通
知
書
、
軽
自
動
車
所
有
者
の
本

人
確
認
書
類
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
確
認
で
き
る
も
の

※
軽
自
動
車
所
有
者
の
代
理
人
が

　

申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状
等

　

が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
税
務
課
市

民
税
係
へ
（
☎
22-

７
７
３
２
）

勤
労
者
の
暮
ら
し
を
応
援

自
治
体
提
携
融
資
制
度

対
象
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
竹
原
市
・
大
崎
上
島
町
内
に
在

　

住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

②
居
住
年
数
ま
た
は
勤
続
年
数
が

　

１
年
以
上
の
人

③
前
年
の
収
入
が
１
５
０
万
円
以
上
の
人

使
途　

　

住
宅
資
金
、
教
育
資
金
、
冠
婚

葬
祭
費
、
医
療
費
、
介
護
器
具
購

入
費

融
資
額　

　

住
宅
資
金
・
教
育
資
金
は
最
高

３
０
０
万
円
、
冠
婚
葬
祭
費
・
医

療
費
・
介
護
器
具
購
入
費
は
最
高

２
０
０
万
円

融
資
利
率　

年
２
・
３
３
％　
　

　

（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

担
保　

不
要

返
済
期
間

　

住
宅
資
金
・
教
育
資
金
は
10
年

以
内
、
冠
婚
葬
祭
費
・
医
療
費
・

介
護
器
具
購
入
費
は
５
年
以
内

※
毎
月
ま
た
は
毎
月
と
ボ
ー
ナ
ス

で
の
併
用
返
済
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
６
５
５

　

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
等
の

枠
組
み
が
あ
り
、
要
件
を
満
た
す

人
が
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
請
期
限　

６
月
28
日
㈮
ま
で

提
出
書
類

　

営
農
計
画
書
及
び
所
定
申
請
書

等
（
産
業
振
興
課
に
備
え
付
け
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

竹
原
市
農
業
再
生
協
議
会

　

（
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
22-

７
７
４
５

経
営
所
得
安
定
対
策

住
宅
の
耐
震
化
・
土
砂
災
害

対
策
改
修
費
用
の
補
助

　

市
で
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
・
土
砂
災
害
対

策
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補助制度 補助対象 補助金額

耐震診断補助

昭和 56 年５月 31 日以前に着工
された２階建て以下の戸建て住
宅・併用住宅・長屋・共同住宅（木
造に限る）

耐震診断費の
３分の２

（上限６万円）

耐震改修補助
竹原市木造住宅耐震診断補助事
業による耐震診断を受け、倒壊
する可能性有と診断された住宅

耐震改修工事費
の２分の１

（上限 60 万円）

土砂災害対策
改修補助

土砂災害特別警戒区域内の住宅
等を、土砂災害に対する構造基
準に適合させる改修工事

工事費の 23％
（上限75万９千円）

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
建
築
係

　

☎
22-

７
７
４
９
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日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に

ご
支
援
ご
協
力
を

　

毎
年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間

と
し
て
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動

に
賛
同
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
と

し
て
年
間
５
０
０
円
以
上
を
支
援

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

竹
原
市
の
平
成
30
年
度
一
般
社
資

実
績
額

　

３
，
９
６
１
，
３
０
０
円　

※
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
へ

　

送
金
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
が
多
様
な
活
動

を
展
開
す
る
た
め
の
財
源
は
、
み

な
さ
ん
の
社
資
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
竹

原
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福
祉
課

福
祉
総
務
係
）

　

☎
22-

２
９
４
６

国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度

老
齢
基
礎
年
金
を

　
満
額
受
給
す
る
た
め
に
は

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
年
金

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額

の
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、

満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を

　
受
給
す
る
た
め
に
は

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

や
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
す
。
こ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
昭
和

40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
に
限
る
。
）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
人
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
年
金
手
帳
・
印
か
ん

　

生
活
情
報

を
持
参
の
う
え
、
市
民
課
医
療
年

金
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
医
療
年
金
係

　

☎
22-

７
７
３
４

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-

22-

１
６
９
１

れんらく板

　

肥
料
販
売
の
開
始
・
変
更
・
廃

止
に
は
、
肥
料
取
締
法
に
基
づ
き

届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
農
林
水
産
振
興
係

　

☎
22-

７
７
４
５

 

肥
料
販
売
業
務
の
届
出
を

　

製
造
業
の
実
態
に
つ
い
て
の
統

計
調
査
を
、
全
国
一
斉
に
実
施
し

ま
す
。
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
に
必
要
な
調
査
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象　

製
造
業
の
事
業
所

調
査
基
準
日　

６
月
１
日
㈯

調
査
方
法

　

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象

の
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

※
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計

　

作
成
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し

　

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
行
政
係　
　
　

　

☎
22-

７
７
１
９

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
！

改
元
詐
欺
に
ご
注
意

　

新
元
号
が
発
表
さ
れ
、
元
号
が

「
令
和
」
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
改
元
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

「
改
元
に
伴
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
」
な

ど
と
い
う
電
話
を
か
け
た
り
、
封

書
を
送
り
つ
け
た
り
し
て
、
カ
ー

ド
を
騙
し
取
る
詐
欺
が
発
生
し
て

い
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
新
手
の
詐
欺
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
審

な
電
話
や
、
郵
便
物
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

警
察
安
全
相
談
電
話

　

☎
＃
９
９
１
０

　

危
機
管
理
課

　

☎
22-

２
２
８
３

　

消
費
生
活
相
談
室

　

☎
22-

６
９
６
５　

人のうごき
（住民基本台帳登録者数）

人口　　２５，４６３人

男　　　１２，１３６人

女　　　１３，３２７人

　　　　１２，３５３世帯

１年前　２６，０３８人

５年前　２８，０４６人

　　－３月 31 日現在－

　

毎
年
６
月
か
ら
国
民
生
活
基
礎

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所
得
等
の

状
況
を
世
帯
面
か
ら
総
合
的
に
把

握
し
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
の

企
画
及
び
立
案
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日

　

世
帯
票
、
健
康
票
、
介
護
票

　
　

６
月
６
日
㈭

　

所
得
票
、
貯
蓄
票

　
　

７
月
11
日
㈫

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　

☎
22-

２
９
４
６　

国
民
生
活
基
礎
調
査

に
ご
協
力
を
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宅
地
造
成
に
伴
い
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
は
、
宅
地

造
成
等
規
制
法
に
基
づ
く
「
宅
地

造
成
工
事
規
制
区
域
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
区
域
内
で
行
わ
れ

る
次
の
宅
地
造
成
行
為
に
は
、
許

可
が
必
要
で
す
。

宅
地
造
成
行
為

①
切
土
で
、
高
さ
２
ｍ
を
超
え
る

　

が
け
（
30
度
以
上
の
斜
面
）
が

　

生
じ
る
造
成

②
盛
土
で
、
高
さ
１
ｍ
を
超
え
る

　

が
け
が
生
じ
る
造
成

③
切
土
と
盛
土
を
同
時
に
行
い
、

　

切
盛
り
合
わ
せ
て
高
さ
２
ｍ
を

　

超
え
る
が
け
が
生
じ
る
造
成

④
切
盛
り
を
行
う
土
地
の
面
積
が

　

500
㎡
を
超
え
る
造
成

※
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
都
市
整

備
課
窓
口
で
確
認
で
き
ま
す
。

※
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地
な

　

ど
も
「
宅
地
」
に
該
当
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　

☎
22-

７
７
４
９

①切土の場合

②盛土の場合

③切土と盛土を同時に行う場合

④切盛りを行う土地の面積

　が 500 ㎡を超える場合

１ｍ超

２ｍ超

30 度超

30 度超

30 度超

30 度超
１ｍ以下

５
・
６
月
は
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
月
間
で
す

　

け
し
に
は
、
植
え
て
は
い
け
な

い
種
類
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

に
は
毛
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
葉
や

茎
は
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お
り
、

太
い
茎
や
、
茎
を
巻
き
込
む
よ
う

付
い
て
い
る
葉
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
大
麻
は
麻
薬
成
分
を
含

み
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
や
ハ
シ
ッ
シ
ュ

な
ど
に
悪
用
さ
れ
る
た
め
、
一
般

に
は
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
や

大
麻
を
栽
培
し
な
い
よ
う
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
１
日
か
ら
「
水
道
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中
、
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
協
力
を
得

て
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮

　
　
　

（
土
・
日
は
除
く
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
成
井
浄
水
場
の
一
般
公
開
（
事

　

前
申
し
込
み
が
必
要
）

②
蛇
口
の
取
り
替
え
（
材
料
費
は

　

本
人
負
担
）

③
蛇
口
の
ケ
レ
ッ
プ
（
蛇
口
の
中

　

に
あ
る
コ
マ
）
の
取
替
え

※
無
料
で
す
。

④
水
道
に
関
す
る
各
種
相
談

※
期
間
中
、
市
指
定
の
給
水
装
置

　

工
事
事
業
者
で
も
水
道
に
関
す

　

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事

　

業
者
の
一
覧
表
は
水
道
課
、
支

第
60     

回
水
道
週
間

　

け
し
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
、
植
え
て
は
い

け
な
い
け
し
や
大
麻
を
見
か
け
た

と
き
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た

は
、
県
庁
薬
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
西
部
東
保
健
所
生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
９
１
１

土
地
の
造
成
に
は

許
可
が
必
要
で
す

２ｍ超

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

市
内
数
箇
所
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
不
法
投
棄
防
止
の
取
組

み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
ゴ
ミ
の
適
正
処
分
と

不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報
提
供
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

　

所
・
出
張
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
給
水
係

　

☎
22-

７
７
６
８

５
月
11
日
㈯
～
20
日
㈪

「
危
険
だ
よ

　

ス
マ
ホ
に
夢
中
の　

そ
こ
の
君
」

　

子
ど
も
と
高
齢
者
が
被
害
と
な

る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
５
月
20
日
㈪
は
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す

　

今
一
度
、
家
族
み
ん
な
で
交
通

安
全
と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
交
通
死
亡
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課

　

☎
22-

２
２
８
３

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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募
集

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

日
時
・
講
習
種
別　

７
月
３
日
㈬

●
給
油
取
扱
所

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

●
そ
の
他

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

東
広
島
市
消
防
局
２
階
講
堂

定
員　

80
人
（
区
分
ご
と
）

費
用　

受
講
案
内
参
照

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈪

問
い
合
わ
せ

　

消
防
署
・
分
署
ま
た
は
東
広
島

市
消
防
局
予
防
課
で
配
布
す
る
受

講
案
内
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
３
４
１

　

竹
原
市
共
同
墓
地
内
の
15
区
画

に
つ
い
て
貸
付
公
募
し
ま
す
。

貸
付
区
画

　

15
区
画
（
６
・
02
㎡
～
13
・
34
㎡
）

使
用
料　

15
万
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

～
72
万
７
，
０
０
０
円

管
理
料　

１
区
画
あ
た
り

　
　
　
　

年
間
２
，
４
０
０
円

使
用
期
間　

許
可
を
受
け
た
日
の

　

翌
日
か
ら
起
算
し
て
30
年

※
た
だ
し
、
更
新
に
よ
り
継
続
使

　

用
が
可
能
で
す
。

申
込
資
格

①
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住
所
が
あ

　

る
人
で
、
世
帯
主
ま
た
は
こ
れ

　

に
準
ず
る
人

②
焼
骨
の
埋
葬
及
び
こ
れ
に
伴
う

　

墓
碑
の
建
設
を
目
的
と
す
る
人

申
込
期
間　

　

５
月
７
日
㈫
～
31
日
㈮
必
着

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

所
定
の
申
込
用
紙
（
市
民
課
備

え
付
け
）
に
よ
り
、

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

 

竹
原
市
共
同
墓
地
の  

 

貸
付
を
公
募
し
ま
す

狩
猟
免
許

（
初
心
者
）

講
習
会

・
狩
猟
免
許
試
験

　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
カ

ラ
ス
等
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
鳥
獣
類
を
捕
獲
す
る
た
め

に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。

　

広
島
県
猟
友
会
主
催
に
よ
る
令

和
元
年
度
狩
猟
免
許
講
習
会
（
講

習
会
だ
け
で
は
狩
猟
免
許
は
取
得

で
き
ま
せ
ん
。
）
・
広
島
県
主
催
に

よ
る
狩
猟
免
許
試
験
が
県
内
各
所

に
て
６
～
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
（
産
業
振
興
課
備
え

付
け
）
は
、
５
月
初
旬
頃
に
設
置

予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
島
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
取
得
費
助
成

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害

を
減
ら
す
た
め
、
捕
獲
を
行
う
た

め
に
狩
猟
免
許
を
新
た
に
取
得
し

た
人
、
ま
た
は
猟
銃
の
所
持
許
可

を
新
た
に
取
得
し
た
人
に
対
し
、

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
農
林
水
産
振
興
係

　

☎
22-

 

７
７
４
５

応
急
手
当
講
習

日
時　

６
月
21
日
㈮

　
　
　

９
時
～
12
時

場
所

　

竹
原
消
防
署
２
階
大
会
議
室

内
容

　

普
通
救
命
講
習
Ⅲ

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

６
月
20
日
㈭

問
い
合
わ
せ

　

竹
原
消
防
署
救
急
係

　

☎
23-

０
１
１
９

放課後児童支援員を募集

　市放課後児童クラブに従事する放課後児童支援

員を募集します。

募集人数　１人

応募資格

　採用時に 65 歳未満の人で、次の①～⑤のいず

れかに該当する人。

①保育士の資格を有する人　

②社会福祉士の資格を有する人

③２年以上児童福祉事業に従事した人

④幼稚園、小学校、中学校、高等学校又は中等教

　育学校の教諭となる資格を有する人

⑤学校教育法に基づく大学において、社会福祉学、

　心理学、社会学、芸術学もしくは体育学を専修

　する学科またはこれらに相当する課程を修めて

　卒業した人

勤務場所

　市内の放課後児童クラブ

勤務内容

　児童の見守り、生活指導、事務処理、清掃等

雇用期間

　７月１日（月）～令和２年３月３１日（火）

　（更新の可能性あり）

勤務時間　原則週 28 時間以内

報酬　時給１，２２０円

申込期限　５月 24 日（金）※必着

申し込み・問い合わせ

　所定の申込書（子ども福祉係に備え付け、ま

たは市ホームページからダウンロード）及び有

資格者はその写しを、子ども福祉係（☎ 22‐

７７４２）へ
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令和元年度広島県調理師試験

麻しん風しん ( ２期 ) 予防接種
　麻しん風しん混合ワクチンの予防接種を実施し

ています。

令和元年度の対象者　　平成 25 年４月２日～平

　成 26 年４月１日生まれの人

※対象者には、４月中旬に予防接種勧奨の通知を

　送付しています。

※無料接種期間は、令和２年３月 31 日までです。

　なるべく早い時期に接種しましょう。

問い合わせ　保健センター　☎ 22-7157

成人式実行委員を募集します

令和元年度公募型補助金について
 公募型補助金は、まちづくりに関する住民の参

加意欲を高め、新たな市民活動を推進するための

補助制度です。

　これから活動を始めたい、または新たな事業展

開を図りたいという市民活動団体のみなさんの発

想や特性を活かした公益的な活動を応援します。

対象　令和元年度に実施し、市民活動団体が企画

　提案する事業で、公益上必要性が認められるもの。

【対象となる事業例】

◆安全で快適な暮らし創出事業

　交通安全の推進や防犯活動に関する事業など

◆環境保全事業

　ごみの減量推進や自然環境の保護に関する事業など

◆明るい社会と健康づくり推進事業

　障害者などの社会参加活動の推進に関する事

業、高齢者などの健康づくりに関する事業など

◆産業活性化事業

　農作物などの地域ブランド化の推進に関する事

業、新分野開発など商工振興に関する事業など

補助金額

　補助対象事業費の２分の１以内で、１件の上限

額は 25 万円（ただし、１団体につき１事業）

　※交際費など補助事業の実施と直接関係ない団

　　体運営にかかる費用は補助対象外。

受付期間　５月７日（火）～６月７日（金）

選定方法　６月下旬に開催する審査会で、応募事

　業の説明（プレゼンテーション）　によります。

問い合わせ

　地域づくり課協働推進係　☎２２-７７５７

　※募集要項は、５月７日（火）から地域づくり

　課（市民館１階事務所）で配布します。

　市ホームページからもダウンロードできます。

　令和２年竹原市成人式を開催するにあた

り、成人式実行委員を募集します。友人同士

や個人での参加も歓迎です。お気軽にお問い

合わせください。

※新成人を対象とします。

応募人数　10 人程度

参加資格　平成 11 年４月２日～平成 12 年４

　月１日に生まれた人

令和２年竹原市成人式

日時　令和２年１月 11 日（土）

　13 時 30 分から（受付は 12 時 30 分から）

　※進学・就職等で市外へ住民票を移してい

　　る人も参加できます。

問い合わせ　教育振興課生涯学習係

　　　　　　☎２２-２３２８

試験日　10 月 12 日（土）

試験場所　安田女子大学（安佐南区安東 6-13-1）

願書受付期間　６月 17 日（月）～ 28 日（金）

実施要領配布期間

　５月 15 日（水）～６月 28 日（金）

受付・問い合わせ

　保健センター　☎２２-７１５７

竹原市地域支え合いセンター
◆豪雨災害被災者の生活再建・自立を支援

　保健師や看護師などの相談員が相談を受け付け

ます。お気軽にご相談ください。

日時　月曜日～金曜日（祝日等除く）

　　　９時～ 17 時

場所　保健センター２階

支援内容　・現況等の調査及び支援計画の策定

　　　　　・見守り、巡回訪問

　　　　　・相談受付、専門機関等へのつなぎ

　　　　　・コミュニティづくりの支援

　　　　　・関係機関等との連携

問い合わせ　竹原市地域支え合いセンター

　　　　　　☎２１-８０７０


